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困難な時期を乗り越えて。
コロナ禍による活動制限が続き、思うような取り組みが
できない期間が長く続きました。この記念誌も2年越
しでやっと完成までこぎつけることができました。これ
までとは異なる状況下でさまざまな模索が求められた 
コロナ禍での3年間──その経験も含め、この10年間
のできごとすべてが、会の新たな未来を築く糧になる
と信じます。次の10年への確かな足がかりとなること
を願い、ここにあらためて茨城県建築士会のこの10
年の歩みを、さまざまな角度からまとめてお伝えします。
写真は70周年式典記念親睦会に参加したご来賓および正会員・賛助会員の皆さん

2011年  2021年

未来へとつなぐ。



　今から百年以上前の明治38 年（1905年）。国

際的に活躍した美術行政家・思想家である岡倉

天心が、茨城県北茨城市五浦海岸の、海に突き

出た岩の上に建てた建造物。国の登録有形文化

財となっていた「六角堂」が、2011年3月11日の

東日本大震災による津波で、土台部分を残し完

全に流失してしまいました。

　六角堂を所有・管理する茨城大学では、ただ

ちに「天心・六角堂復興プロジェクト」を立ち上げ、

流失時の改修を重ねた姿ではなく、創建当時の

「天心の六角堂」の復元を目指し、茨城県建築士

大災害からの復興支援 1

六角堂復興プロジェクト

2011年3月  2012 年 4月
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会に協力を求めます。残された資料が非常に少な

いなか、茨城県建築士会の再建支援委員会メン

バーたちは、検証を重ねて創建当時の六角堂の

姿を明らかにしていき、それを現代に蘇らせる術

を議論し、製法や工法を一つひとつ決定していき

ました。

　こうして約1年後の2012年 4月、「天心の六角

堂」が見事に五浦海岸に蘇りました。惜しみなく

注がれた関係者の英知と情熱により、異例のス

ピードで完遂されたこのプロジェクトは、2012年

度のグッドデザイン賞を受賞しています。

　女性委員会では、2011年6月、大子に拠点を

置く「木の文化塾 」と協働して縁台をつくり、被

災地に届けるボランティア活動を実施しました。

当日は子どもたちを含む31名の参加者が大子に

集まり、合計56台の縁台を製作。「木の文化塾」

などが製作した分と合わせて、合計256台の縁

台が完成しました。7月には、その縁台をトラック

に載せ、福島県新地町役場、宮城県登米市津山

大徳寺、宮城県気仙沼市立小泉中学校などへと

届け、被災地に束の間の休息の場を創りだすお

手伝いをしました。

大災害からの復興支援 2

縁台製作

上）創建時の姿に復興を遂げた六角堂　
下）天心・六角堂復興プロジェクトによる会議・調査風景

上・中）縁台製作風景　下）縁台を届けた気仙沼市立小泉中学校の前で

2011年5月  7月
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　2012年10月18日〜20日にかけて、『常陸国

いばらきで語ろう「60年の歩み」と｢未来への創

造｣』をテーマに掲げた全国大会「いばらき大会」

が、茨城県立県民文化センター大ホールをメイン

会場にして盛大に行われました。

　オープニングアトラクションとして県立大洗高

校マーチングバンド「BLUE-HAWKS」が小気味

の良いパフォーマンスを披露した後、開会宣言。

柴会長からは、「昨年3月に発生した東日本大震

災により本大会の開催も危ぶまれたが、関係者皆

さんの協力により開催することができた」と感謝

の言葉が述べられました。

　記念講演は、世界を舞台に活躍する日立市出

身の建築家、妹島和世氏を講師に招き、「環境と

建築」と題して、代表作である金沢 21世紀美術

館、スイスのROLEXラーニングセンター、JR日

立駅の自由通路及び駅舎のデザイン監修などに

ついて、構想の過程やデザインの変遷がスライド

を交えながら語られました。

　一方、もうひとつの会場となった水戸芸術館の

ATM劇場では、水戸光圀公の子孫、第15代当

主徳川斉正氏による講演会が開催され、水戸光

開会式の前に全員で記念撮影

半世紀に一度の地元開催 ｜ 全国大会いばらき大会

2012年10月
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圀公の青年期、壮年期における逸話など貴重な

話が披露されました。

　その少し前、水戸芸術館の会議室では、五浦

六角堂復興を記念した講演会が「茨城会セッショ

ン」として行われ、映画「天心」の松村克弥監督

と、岡倉天心の思想に詳しい茨城大学の小泉晋

弥教授による2部構成の講演が行われました。そ

のほか、各会のメンバーによる7つの交流セッショ

ンが県民文化センター小ホールで開催され、全国

から参加したメンバーによる熱いディスカッション

が展開されました。

　各プログラム終了後は、大交流会会場である水

戸プラザホテルに約700名の参加者がシャトルバ

スで移動し、華やかな立食パーティーへ。もう一

つの会場、水戸芸術館の広場では、ホテルのボー

ルルームの宴会とは雰囲気の異なる「屋台村 in 

アートタワー」を開催。芸術館の塔と芝生の広場

が醸しだす幻想的な雰囲気の中で、地元高校生

たちによるパフォーマンスや物産店、屋台村など

が楽しめる屋外の交流会にも多くの参加者が足

を運び、「いばらき大会」は大盛況のうちに幕を

閉じました。

上左）開会式典会場に詰めかける全国の建築士会会員　　上右・中）開会式の様子　　中右）記念講演を行う妹島和世氏
下左） 水戸芸術館のATM劇場で開催された第15代当主徳川斉正氏による記念講演  　下右）「屋台村 in アートタワー」風景
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　「茨城地域文化財専門技術者育成研修」──

通称「ヘリテージマネージャー研修」は、2012年

7月に始まりました。東日本大震災で被害を受け

た地域の歴史的建造物やまち並みを修復し、地

域の財産として次世代に引き継いでいく人材の育

成を目的にスタートしたこの研修は、1年間で全

10 回・計 60 時間の現場実習および講義からな

るカリキュラム。講師として、文化庁文化財調査

室スタッフや大学教授、文化財修復家、左官一

級技能士などを招き、実際に保存か解体かを検

討中の建物で調査実習を行ったり、文化財の保

存改修工事の過程を検証したりといった実践的

な内容を含むものでした。容易とはいえない研

修内容でしたが、高い志をもって参加する会員が

多く、3期で 97名のヘリテージマネージャーを送

り出しています。当初はまちづくり委員会の事業

として開始され、その後に「ヘリマネいばらき協

議会」を組織して運営。継続的なステップアップ

セミナーを実施しながら、県教育庁文化課や各

自治体の要請に応え、地域の歴史的建造物の調

査、保全・活用の提案などに取り組んでいます。

地域文化遺産の活用促進 ｜ ヘリテージマネージャー研修

2012年7月  2015 年 3月

年間60時間というハードな現場
実習および講義を経て、修了書
が手渡される
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